
第２２２号 2016年（平成28年）5月14日 （10）市 議 会 だ よ り

● 議員からの寄附やあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）は公職選挙法で禁止されています ●
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国分川調節池におけるヨシやガマ等の
穂綿飛散による市民生活への影響を軽減
するための対策を求める意見書（要旨)

　千葉県が整備した国分川調節池から

は、晩秋から冬にかけて、池内に繁茂

しているヨシやガマ等の穂綿が多量に

飛散し、住宅の壁面や路上が白くなる

など、市民生活に多大なる支障が生じ

ていることが問題とされていた。

　本市議会は、平成26年３月に千葉県

へ適切な管理を行うよう強く要望する

旨の意見書を全会一致で可決、提出し、

この意見書を受け、千葉県においては

一定の改善を図る取り組みがなされた

が、27年末から再び多量の穂綿が飛散

したことで、国分川調節池の周辺住民

は再び被害に悩まされており、千葉県

の取り組みは不十分であったと指摘せ

ざるを得ない。

　よって、本市議会は千葉県に対し、

穂綿の飛散時期前に確実に刈り取りを

終えられる年間計画案を示すこと、そ

の計画を住民に示し自治会等からの意

見も反映していくこと、当該計画に基

づいた適切な管理を行うこと、以上３

点を再び強く要望する。

※○は会派代表者。　　※市議会では会派制をとり議会活動を行っています。なお、所属議員３人以上の会派を、議会運営委員の選出などができる交渉会派としています。

○平成28年定例会開会予定日○

６月定例会 ６月10日(金)

９月定例会 ９月２日(金)

12月定例会 12月２日(金)
※上記は予定であり、事情により変更
される場合があります。
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議　案 第75号 市川市行政不服審査法の施行に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
76号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
77号 市川市職員の退職管理に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
78号 地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条

例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
79号 市川市一般職員の給与に関する条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
80号 市川市議会の議員その他の非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
81号 市川市使用料条例及び市川市使用料条例等の一部を改正する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ 可　決
82号 市川市手数料条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
83号 市川市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
84号 市川市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
85号 市川市建築審査会条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
86号 市川市教育振興審議会条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
87号 学校教育法等の一部を改正する法律及び市川市立義務教育学校設置条例の施行に伴う関係条例の整備

に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
88号 市川市火災予防条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
89号 平成27年度市川市一般会計補正予算（第３号） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
90号 平成27年度市川市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
91号 平成27年度市川市下水道事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
92号 平成27年度市川市地方卸売市場事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
93号 平成27年度市川市介護老人保健施設特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
94号 平成27年度市川市介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
95号 平成27年度市川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
96号 平成28年度市川市一般会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
97号 平成28年度市川市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
98号 平成28年度市川市下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
99号 平成28年度市川市地方卸売市場事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

100号 平成28年度市川市介護保険特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
101号 平成28年度市川市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
102号 平成28年度市川市病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
103号 建物の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
104号 教育委員会委員の任命について（鈴木みゆき氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意
105号 市川市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
106号 市川市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービス

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
諮　問 第４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（門倉惠三子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可答申

５号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（岩井浩志氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可答申
６号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（山本宏子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可答申
７号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（井上馨氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可答申

報　告 第26号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認
27号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認
28号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

○議員提出
発　議 第28号 市川市議会政務活動費の交付に関する条例の全部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○請　願
請願第27-16号 安全保障関連法（国際平和支援法、平和安全法制整備法）の廃止を求める意見書採択についての請願 × × ○ ○ × ○ × × ○ 不採択

27-17号 「国際平和支援法」及び「平和安全法制整備法」の３月施行延期を求める意見書の、提出を求める請願 × × ○ ○ × △ × × × 不採択

件　　　　　　名 各　会　派　の　賛　否 審

議

結

果

公

明

党

日
本
共
産
党

民
主
・
連
合
・
社
民

創
生
市
川
第
１

自
由
民
主
党

無
所
属
の
会

清

風

会

自
由
民
主
党
市
川

無

所

属

創
生
市
川
第
２

創
生
市
川
第
３

○議員提出
発　議 第29号 市川市議会委員会条例の一部改正について ○ × × ○ × × ○ × × ○ ○ 可　決

30号 地方公会計の整備促進に係る意見書の提出について ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可　決
31号 ＴＰＰの影響に関する国民の不安を払拭し、対策の確実な実行を求める意見書の提出について ○ × △ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可　決
32号 児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書の提出について ○ × ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ 可　決
33号 子育て支援の拡充を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
34号 教育予算の増額と負担軽減措置の拡充を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
35号 一括交付金制度の復活導入を求める意見書の提出について × × ○ × △ ○ × × ○ × × 否　決
36号 環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）の大筋合意を撤回し、協定への調印・批准を行わないよう

求める意見書の提出について × ○ △ × × ○ × × △ × × 否　決
37号 消費税率10％への増税中止を求める意見書の提出について × ○ △ × × ○ × × ○ × × 否　決
38号 社会保障費削減の撤回を求める意見書の提出について × ○ ○ × × ○ × × ○ × × 否　決
39号 首相の「改憲発言」に抗議し憲法遵守を求める意見書の提出について × ○ △ × × ○ × × ○ × × 否　決
40号 被災者の生活再建に最後まで国が責任を果たすことを求める意見書の提出について × ○ ○ × × ○ × × ○ × × 否　決
41号 千葉県血清研究所跡地の保存と野鳥観察舎施設の設置を要望する意見書の提出について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 可　決
42号 与那国島への自衛隊配備及び必要かつ十分な装備を早急に整えることを求める意見書の提出について × × × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 否　決
43号 いわゆる「慰安婦像」の即時撤去を求める意見書の提出について × × × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 否　決
44号 国分川調節池におけるヨシやガマ等の穂綿飛散による市民生活への影響を軽減するための対策を求め

る意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
○その他

政務活動費等により切手を大量に購入した議員の調査に関する特別委員会の調査経費の件（＊） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認
※出席した会派の議員全員が、賛成：○、反対：×、出席した会派の議員の一部が賛成・一部が反対：△　※可答申：異議ない旨答申
※地方自治法第117条により、（＊）については１名の議員が議事に参与していません。
※議員別の賛否は市川市議会のホームページに掲載しています。


